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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
み
ど
り
市
が
誕
生
し
、
早
い
も
の
で

八
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
本
市

の
将
来
像
「
輝
く
ひ
と
　
輝
く
み
ど
り
　
豊
か

な
生
活
創
造
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
専
心
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
特
に
本
市
で
は
、
重
点
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ

り
ま
す
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
と
し
て
地
球

温
暖
化
へ
の
対
応
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
の
確
立
を
図
る
た
め
、
市
有
地
を
活
用
し
た

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
。
さ
ら
に
環
境
保
全

及
び
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
促
進
の
た
め
、
市

有
施
設
へ
電
気
自
動
車
充
電
設
備
の
整
備
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
様
が
明
る

く
元
気
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ

て
、
二
〇
一
四
年
が
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明明

みどり市長

石原　条
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謹賀新謹賀新年年

議
　
長
　
古
田
島
和
茂

副
議
長
　
椎
名
　
祐
司

議
　
員
　
杉
山
　
英
行

　
　
　
　
常
見
　
詔
子

　
　
　
　
須
永
　
信
雄

　
　
　
　
武
井
　
俊
一

　
　
　
　
大
澤
　
映
男

　
　
　
　
齊
藤
　
　
潤

　
　
　
　
伊
藤
　
正
雄

　
　
　
　
荻
野
　
　
忠

　
　
　
　
髙
草
木
良
江

　
　
　
　
宮
﨑
　
　
武

　
　
　
　
金
子
　
　
實

　
　
　
　
藤
生
　
英
喜

　
　
　
　
阿
左
美
　
守
　

　
　
　
　
田
部
井
多
市

　
　
　
　
上
岡
　
克
己

み
ど
り
市
議
会

平
成
二
十
六
年
元
旦

 皆
様
の
ご
多
幸
を

    お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

瀬戸ヶ原からの眺め

20142014年年
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 民
生
委
員
児
童
委
員
っ
て
？

焔
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
常
に

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
や
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

焔
全
て
の
民
生
委
員
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
問

題
を
担
当
す
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

焔
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
市
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

に
な
り
ま
す
。

焔
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

○
相
談
支
援
・
情
報
提
供

　
子
育
て
・
介
護
・
障
が
い
・
日
々
の
暮
ら
し

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
窓
口
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
福
祉
の
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、
市
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
へ
つ
な
ぎ
、
支
援

し
ま
す
。

○
訪
問
・
見
守
り

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
や
支
援
を
必
要

と
す
る
人
な
ど
へ
の
訪
問
を
行
う
と
と
も
に
、

日
常
生
活
の
中
で

の
声
掛
け
や
見
守

り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
や
社

会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
依
頼
を
受
け

て
、
高
齢
者
な
ど

に
関
す
る
福
祉
事

業
の
た
め
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
　
月
１
日
に
行
わ
れ
、
市
で
は
１
１
５
人
が
委
嘱
を

12

受
け
ま
し
た
。
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
悩
み
を
聞
き
、

市
や
関
係
機
関
と
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。   　
　
　
  問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
☎
　
０
９
７
５

（76）

　　　　　　　　　　　懸では、65歳以
　　　　　　　　　　上の人を対象にし
て、健康年齢を保つためのサロンを老人会
などと協力して行っています。楽しいサロ
ンにするための研修会なども行い、高齢者
が引きこもりにならないように声掛け時や
見守り時、転入してきた高齢者に参加を呼
び掛けています。ぜひご参加ください。

　　　に１度の定例会を活動の起点
　　　として、生活しやすいまちづ
くりを目指しています。特に東町は
高齢化率が高く、ひとり暮らし高齢
者も多いため、万一の事態に備えて
調査も行っています。また、交流会
や遊ビリサロン、タクシー券や紙お
むつ券補助事業にも協力しています。

　　　内にいる８人の主任児童委員
　　　は定期的に部会を開いて情報
交換をしながら、学校や地域、その
他の関係機関と協力し合い、子ども
たちの健やかな成長のために活動し
ています。これからも民生委員児童
委員の皆さんと一緒に、地域の子ど
もたちのために頑張っていきます。

　　　　　　　　　　　域の中で、お年寄
　　　　　　　　　　　りや障がいのある
人、子育てに関して悩みを抱えている人、
支援を必要とする人などの相談に応じてい
ます。また、地域活動の一環として声掛け
や見守り、サロンなどを行っています。相
談内容は守られますので、気軽にご相談く
ださい。

困困困困困困困困困困
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
らららららららららら

困
っ
た
ら
 民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
にににににににににに
ごごごごごごごごごご
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談

民
生
委
員
児
童
委
員
に
ご
相
談
ををををををををををを

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
やややややややややややややややややややや
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
なななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
にににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
しししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててて
困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
とととととととととととととととととととと
はははははははははははははははははははは
ああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

子
育
て
や
介
護
な
ど
生
活
に
関
し
て
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

笠懸地区会長
　森田 峯治 さん

大間々地区会長（市会長）
　蕎麦田 輝良 さん

東地区会長
　桑原 喜一 さん

主任児童委員部会長
　曲澤　節 さん

－各地区会長・主任児童委員さんからひとこと－

笠 地

月 市
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興笠懸地区
緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区

原 田 陽 子

9

毒 島 正 江6蟹 和 千 絵
4

武 田 房 江1 細 野 洋 子黒崎  　武

7

須 永 初 恵八 木 優 子
吉 田 　 弘齋藤 孝次郎富 澤 順 子梅沢 千恵子

2

吉田 由美子柴田 三恵子大 島 忠 夫

5

武 井 幸 惠
樋 口 惠 子

10
竹 村 榮 子齋 藤 節 子土 谷 芳 治

矢内 万亀子松 嶋 順 子鹿木 長次郎西川 奈保子
柳 内 光 雄岩 﨑 久 子

8
武 田 紀 子藤 生 浩 子

小 林 則 之荒 井 清 男

6

松 島 博 志
主任児童委員杉 山 友 江家 住 久 江赤 石 和 子

3 赤 石 礼 子
全
 域

大澤 はるみ
9

黒 岩 春 雄赤石 眞智代
新 井 弘 美影 山 宜 男小磯 佐代子中 村 篤 美
曲 澤   節鈴 木 照 久田 中　  勉森 田 峯 治

民生委員児童委員名簿（任期：平成25年12月１日～平成28年11月30日・敬称略）

○
地
域
福
祉
活
動

　
高
齢
者
の
交
流
や

健
康
づ
く
り
の
場
と

し
て
介
護
予
防
教
室

（
元
気
サ
ロ
ン
・
い

き
い
き
教
室
・
遊
ビ

リ
サ
ロ
ン
）
、
地
区

の
サ
ロ
ン
の
運
営
や

支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ロ
ン
で
は
、

地
域
の
高
齢
者
が
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
お
茶
飲
み

話
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
研
究
・
研
修
活
動

　
月
１
回
、
地
区
ご
と

に
定
例
会
議
を
開
き
、

委
員
同
士
の
情
報
交
換

や
行
政
と
の
連
絡
調
整

を
行
う
ほ
か
、
学
習
会

や
研
修
会
を
開
催
し
活

動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

 主
任
児
童
委
員

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る

委
員
で
、
笠
懸
・
大
間
々
地
区
に
各
３
人
、
東

地
区
に
２
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
や
地
区
担
当
の
民

生
委
員
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の
心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

興大間々地区
緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区

丸 山 育 子15上原 まゆ美12宮 﨑 靜 以7板 橋 陽 子1 吉原 よし子星野 セツ子板 谷 英 子

8

小 片 勝 造
金井 惠美子

16
浅 野 初 代

13

板 谷 克 義白 石 鏡 子2
星 野 和 夫久保田　 進瀬 谷 幸 子大 江 康 子3 星 野 一 雄倉 澤 洋 子蕎麦田 輝良松島 けい子
野村 やよい17角田 美千代髙 橋 俊 江山 同 輝 和4 深 谷 洋 子星野 惠美子都 倉 道 子長 澤 菊 雄

堀 井 正 子藤 生 哲 二
9

井野口えい子5
主任児童委員茂木 まゆみ松 島　  隆岩 﨑 英 子

明 瀬 弘 美
全
 域

青柳 マチ子14松島 ひとみ相 川 幸 子6 齋藤 由起子佐 藤 綾 子佐藤 繪美子10福 島 初 枝
頓 所 和 子神 山 頼 子

15
星 野 征 夫鈴 木 マ サ

7 関 口 英 子今泉 登志子11星 野 　 章
星 野 惠 次山 本 修 平前 原 孝 明

興東地区
緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区緯氏　名区

主任児童委員金 子 孝 子4山銅 三重子2近 江 静 江
1 新 井 惠 子全

 域
髙瀬 由美子金 子 八 藏

3
古美門 愛子

金 子 弘 子髙草木栄二郎
5

桑 原 喜 一関 口 秀 香
横溝 あけみ宮原 勢津子関 口 洋 子2 吉 沢 峰 子金 子 計 子4関 根 礼 子
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申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
　26

年
１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
ん

で
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
保
育
園
の

入
所
・
幼
稚
園
補
助
金
・
公
営
住

宅
の
入
居
や
事
業
融
資
な
ど
の
申

請
に
必
要
な
証
明
書
な
ど
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
が
適

正
に
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
期
限
内

に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
不
要
な
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
 

②
平
成
　
年
中
の
収
入
が
給
与
収

25

入
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ

て
い
る
人
（
不
明
な
人
は
、
勤

務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

③
②
の
控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養

に
な
っ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

奨
学
金
の
手
続
き
な
ど
で
所
得

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
申
告
が
必
要
で
す
）

④
専
従
者
給
与
収
入
だ
け
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

⑤
平
成
　
年
中
の
収
入
が
公
的
年

25

金
だ
け
で
、
所
得
控
除
（
社
会

保
険
料
、
生
命
保
険
料
な
ど
）

を
追
加
し
な
い
人

市
県
民
税
申
告
書
の
送
付

　
２
月
上
旬
に
、
前
年
に
市
県
民

税
の
申
告
を
し
た
人
な
ど
へ
申
告

書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
申
告
期
間
内
に

直
接
会
場
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
告
時
に
必
要
な
も
の

　
申
告
に
必
要
な
書
類
や
印
鑑
は

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
書

類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
受
け
付

け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

②
申
告
書
（
事
前
に
送
付
さ
れ
て

い
る
場
合
）
 

③
平
成
　
年
分
源
泉
徴
収
票
原
本

25

（
年
金
・
恩
給
を
含
む
）
か
、

事
業
所
が
発
行
す
る
賃
金
支
払

証
明
書
（
コ
ピ
ー
不
可
）

※
年
金
の
場
合
は
、
支
払
通
知
書

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

④
事
業
（
営
業
・
不
動
産
・
農
業
）

収
入
が
あ
る
人
は
、
作
成
済
み

の
収
支
内
訳
書
と
、
そ
の
他
の

帳
簿
類
 

⑤
平
成
　
年
中
に
支
払
っ
た
生
命

25

保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

介
護
医
療
保
険
料
や
地
震
保
険

料
な
ど
の
各
種
所
得
控
除
の
た

め
の
領
収
書
・
証
明
書

⑥
平
成
　
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

25

健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険

料
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金

の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明
書

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
平
成
　
年
中
に
支

25

払
っ
た
領
収
書
と
保
険
な
ど
で

補
 填
 さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
物

て
ん

（
人
ご
と
、
病
院
ご
と
の
合
計

金
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。
医
療
費
の
明
細
書
は
各
会

場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

⑧
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
そ
の

手
帳
ま
た
は
証

明
書
 

⑨
還
付
に
な
る
人

は
、
申
告
者
名

義
の
銀
行
口
座
（
銀
行
名
・
支

店
名
・
当
座
普
通
別
・
口
座
番

号
）
の
分
か
る
物

※
会
場
で
の
、
源
泉
徴
収
票
原
本

な
ど
の
コ
ピ
ー
は
有
料
で
す
。

申
告
書
の
郵
送
提
出

　
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
申
告
書
の
氏
名
欄
に
押
印

し
、
電
話
欄
に
連
絡
先
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し
て
、
申
告
期
間
内

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先
　
〠
３
７
９
倆
２
３
９
５

笠
懸
町
鹿
２
９
５
２
　
み
ど
り

市
役
所
　
税
務
課
市
民
税
係

桐
生
税
務
署
で
申
告
を

　
次
の
①
～
⑤
に
該
当
す
る
場
合

は
、
桐
生
税
務
署
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
記
入
済
み

で
完
成
し
て
い
る
場
合
は
、
申
告

会
場
で
書
類
を
預
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
青
色
申
告
（
営
業
所
得
・
農
業

所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど
）
、
②

分
離
譲
渡
所
得
（
株
・
土
地
建
物・

先
物
取
引
な
ど
）
、
③
損
益
通
算
、

④
過
年
度
、
⑤
消
費
税

※
昨
年
以
前
に
税
務
署
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
し
た
人

は
利
用
者
識
別
番
号
の
通
知
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
利
用
者
識

別
番
号
」
と
「
暗
証
番
号
」
も

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市県民税・所得税の申告は
期限内に正しくしましょう
申告期間：２月17日㈪～３月17日㈪（土・日曜日は除く）

市県民税
問い合わせ先
　税務課市民税係（笠懸庁舎）
　☎（76）0964

申告
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捌早めに申告を済ませたい人へ　　　　　

先行して還付申告を受け付けます
　市内全域の還付申告者（年金所得者や医療費控
除などのある人）を対象に、申告期間前に先行し
て受け付けます。早い時期に申告を済ませたい人
はご利用ください。
期日・会場　２月13日㈭・14日㈮…笠懸庁舎２
階第２会議室、２月14日㈭…東支所１階ロビー
時間　午前８時40分～午後４時

捌平日に都合のつかない人へ　　　　　

休日・夜間に申告を受け付けます　　　
煙休日受付　
期日・会場　３月２日㈰…東支所、３月９日㈰…
大間々庁舎、３月16日㈰…笠懸庁舎
時間　午前８時40分～午後４時
煙夜間受付　
期日・会場　２月27日㈭・28日㈮…笠懸庁舎
時間　午後４時～７時

受付時間：午前８時40分～午後４時（各会場とも同じ）
指定の日に都合のつかない場合は、他の会場でも申告できます。

市県民税申告受付の日程表
東町地　区大間々町地　区笠懸町地　区

東支所１階ロビー会　場大間々庁舎地下第５会議室会　場笠懸庁舎２階第２会議室会　場
対象者・地域期　日対象者・地域期　日対象者・地域期　日

還付申告者注１・市内全域
２／13㈭

　 　  還付申告者・市内全域２／14㈮14㈮
東町第１区17㈪

還付申告者・市内全域
17㈪

東町第２区18㈫18㈫
東町第３区19㈬

笠懸町第１区・第２区
19㈬

東町第４区20㈭20㈭
東町第５区21㈮21㈮

24㈪還付申告者・市内全域24㈪
笠懸町第３区・第４区

24㈪
25㈫

大間々町第１区～第８区

25㈫25㈫
26㈬26㈬26㈬
27㈭27㈭笠懸町第５区・第６区

　　  市内全域　
27㈭

28㈮28㈮28㈮
　　  市内全域３／２㈰３／２㈰３／２㈰

申告の済んでいない人
３㈪大間々町第１区～第８区３㈪笠懸町第５区・第６区３㈪
４㈫

大間々町第９区～第12区

４㈫
笠懸町第７区・第８区

４㈫
５㈬５㈬
６㈭６㈭
７㈮笠懸町第９区・第10区７㈮

　　  市内全域９㈰９㈰

大間々町第13区～第17区

10㈪
笠懸町第９区・第10区

10㈪
11㈫11㈫
12㈬

申告の済んでいない人
12㈬

13㈭13㈭
14㈮14㈮
16㈰　　  市内全域16㈰

大間々町第13区～第17区17㈪申告の済んでいない人17㈪

　　：先行受付、　　：休日受付、　　：夜間受付

先行

夜間

休日

休日

休日

先行

先行 休日 夜間

市県民税・所得税の申告
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申
告
と
相
談
会
の
ご
案
内

　
桐
生
税
務
署
で
は
、
平
成
　
年
25

分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定

申
告
や
相
談
な
ど
を
行
う
た
め

に
、
確
定
申
告
会
場
を
２
月
３
日

㈪
か
ら
設
置
し
ま
す
。

　
申
告
お
よ
び
納
税
は
、
期
限
内

に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
相
談
期
間
　

毅
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　
２
月
　
日
㈪
～
３
月
　
日
㈪

17

17

毅
個
人
消
費
税

　
２
月
　
日
㈪
～
３
月
　
日
㈪

17

31

毅
贈
与
税

　
２
月
３
日
㈪
～
３
月
　
日
㈪

17

相
談
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
受
付
は
午
前
８
時
　
分
～
）

30

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会
場
　
桐
生
税
務
署
４
階

そ
の
他

毅
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は

受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毅
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
午
後
４
時
ま
で

に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
下
旬
か
ら
　
　
　
　
　

申
告
書
用
紙
を
送
付
し
ま
す

　
所
得
税
や
消
費
税
な
ど
の
確
定

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
、

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
ま
で
に

「
確
定
申
告
書
」
ま
た
は
「
確
定

申
告
の
お
知
ら
せ
は
が
き
」
を
送

付
し
ま
す
。
申
告
相
談
な
ど
で
税

務
署
に
お
出
掛
け
の
際
は
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
分
の
申
告
書

24

の
控
え
を
お
持
ち
の
人
は
、
あ
わ

せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
な
ど
を
　
　
　
　

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
平
成
　
年
分
以
後
の
各
年
分
に

23

お
い
て
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入

金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年
金
な
ど

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
　
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

20
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で

も
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
い
場
合
で
も
、
住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

台
風
　
号
な
ど
に
よ
り
　
　

18

被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
へ

　
台
風
　
号
な
ど
で
、
住
宅
や
家

18

財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
人
は
、

雑
損
控
除
な
ど
に
よ
り
平
成
　
年
25

分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
税
額
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
軽
減
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
　
台
風
な
ど
に
よ
る
被
災
者

※
被
災
し
た
資
産
の
損
害
額
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
平
成
　
年
分
の
確
定

25

申
告
で
①
所
得
控
除
（
雑
損
控

除
）
ま
た
は
②
災
害
減
免
法
に

よ
る
軽
減
の
ど
ち
ら
か
有
利
な

方
法
を
選
択
し
ま
す
。

必
要
書
類
　

①
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
得
時

期
・
取
得
価
額
の
分
か
る
物

（
建
物
の
請
負
契
約
書
な
ど
）

②
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
取
得
価

額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ

北口

南口

至
足
利

至
伊
勢
崎

桐生市
保健福祉
会館

一方通行

交
番

桐生地方合同庁舎4・5階

末広町通り
桐
生
税
務
署

【案内図】

桐生駅 JR両毛線JR両毛線JR両毛線

【桐生税務署案内図】

所得税
問い合わせ先
　桐生税務署個人課税第一部門
　☎（22）3121（自動音声案内
　で「２」を選択）

申告

　納税義務者（土地・家屋の所有者など）が
死亡した場合は「相続人代表者指定届」の提
出が必要です。
　これは、相続登記が終わるまでの間、亡く
なった本人に代わって相続人を代表して市税
全般に関する納税通知書や納付書の受領など
の一切の権利を有する人を届け出るものです。
　提出が必要な場合には、税務課から届出書
の用紙を相続人の中の一人へ送付しますので
ほかの相続人と協議していただき、記入・押
印の上、提出してください。
※届出書の提出によって、相続登記をしたこ
とにはなりません。
※相続する物件の中に未登記の家屋がある場
合には「未登録家屋名義人変更届」の提出に
よって所有者名の変更をしてください。
　なお、添付書類として印鑑証明、遺産分割
協議書（戸籍など添付書類含む）などが必要
となります。
提出場所　税務課（笠懸庁舎）、大間々市民
生活課、東市民生活課

問い合わせ先　税務課資産税係緯（76）0964

納税義務者が亡くなられたら…

「相続人代表者指定届」の提出「相続人代表者指定届」の提出をを
忘れないでくださ忘れないでくださいい
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の
面
積
が
分
か
る
物
（
固
定
資

　
産
税
通
知
書
な
ど
）

③
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊

し
・
除
去
・
修
繕
費
用
な
ど
が

分
か
る
物
（
請
求
書
、
領
収
書

な
ど
）

④
被
害
を
受
け
た
資
産
に
対
し
て

支
払
を
受
け
る
保
険
金
な
ど
の

金
額
が
分
か
る
物
（
保
険
金
の

支
払
通
知
書
な
ど
）

⑤
「
り
災
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
証

明
書

⑥
還
付
金
を
受
け
る
場
合
の
振
込

先
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口

座
番
号
の
分
か
る
物
（
申
告
さ

れ
る
人
の
名
義
通
帳
な
ど
）

⑦
平
成
　
年
分
の
所
得
金
額
や
所

25

得
控
除
額
の
分
か
る
物
（
源
泉

徴
収
票
や
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
な
ど
）

⑧
印
鑑

市県民税・所得税の申告

ホームページで確定申告書を作成
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」では、所得税・復
興特別所得税・個人消費
税・贈与税の確定申告書
や青色決算書などが作成
できます。
煙自動計算で簡単に作成
画面の案内に従って金額などを入力すれば、納
税額や還付税額が自動で計算され、申告書や決
算書などが簡単に作成できます。
煙24時間いつでも作成可能
平成25年分は１月上旬から作成できます。

煙印刷して郵送などで提出
入力した申告書などのデータを印刷して、添付
書類と一緒に郵送などで提出できます。

さらに便利な「e-Tax」をご利用ください
　国税電子申告・納税システム「ｅ-Tax」を利用
すれば、国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」で作成した申告書などのデータを、イ

ンターネットを利用して提出（送信）することが
できます。
煙24時間いつでも提出
１月14日㈫から３月17日㈪の間は、24時間い
つでも提出（送信）できます。

煙添付書類などの提出省略
源泉徴収票や医療費の領収書などの記載内容を
入力して送信することで書類の提出、または提
示を省略することができます（ただし、５年間
は税務署から書類の提出、または提示を求めら
れることがあります）。

煙還付がスピーディーに
e-Taxで申告された還付申告は、早期処理（３
週間程度）しています。

まずはホームページをご覧ください
　初めて利用する場合には、事前に電子証明書の
取得（要手数料）のほか、ＩＣカードを読み込む
機器（市販品）の購入などが必要になります。
　あらかじめ、詳しい利用方法などを事前に国税
庁ホームページでご確認ください。
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

インターネットで便利に確定申告
「確定申告書等作成コーナー」と電子申告・納税システム「 e-Tax 」のご紹介

イータックス

　
平
成
　
年
　
月
に

23

12

東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す

る
特
別
措
置
法
が
公

布
さ
れ
、
復
興
特
別

所
得
税
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
所
得
税
の
納
税
義

務
者
が
対
象
で
、
平

成
　
年
か
ら
平
成
　

25

49

年
ま
で
の
各
年
分
の

確
定
申
告
で
は
、
所

得
税
と
復
興
特
別
所

得
税
の
申
告
お
よ
び

納
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
源
泉
所
得

税
が
課
さ
れ
る
場
合

に
は
復
興
特
別
所
得

税
が
所
得
税
と
併
せ

て
源
泉
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
る
支
払
金
額
な

ど
に
対
し
て
合
計
税
率
を
掛
け
た

金
額
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
 平
成
　
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
 ―

25

　
新
し
い
税
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

所得税と復興特別所得税額の計算
　税額＝支払金額など×合計税率（％）
　※合計税率（％）＝所得税率（％）×102.1％

「
復
興
特
別
所
得
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
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市政ニ ースュINFORMATION

平
成
　
年
度
の
報
告
書
を
　

24

公
表
し
て
い
ま
す

●
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
　

　
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
、
市
の

目
指
す
ま
ち
の
姿
に
向
け
て
、
ま

ち
づ
く
り
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
を
分
や
す
く
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
課
政
策
調

整
係
緯
　
０
９
６
２

（76）

●
男
女
共
同
参
画
 進
捗
 状
況

し
ん
ち
ょ
く

　
「
み
ど
り
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
に
掲
げ
る
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施

策
の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
課
地
域
連

携
係
緯
　
０
９
６
２

（76）

閲
覧
場
所（
共
通
）　
企
画
課
（
笠

懸
庁
舎
）
、
大
間
々
市
民
生
活

課
、
東
市
民
生
活
課
、
教
育
総

務
課
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
利
用
開
始

　
市
各
庁
舎
と
富
弘
美
術
館
に
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
倆
Ｆ
ｉ
）

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し

ま
し
た
。
携
帯
電
話
会
社
な
ど
を

問
わ
ず
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

人の動き（前月比）［11月末日現在］
総　数
男
女

世帯数

52,167人
25,743人
26,424人
19,616戸

（－17）
（－６）
（－11）
（＋６）

　
市
民
後
見
人
は
、
認
知
症
や
障
が
い

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
人

の
生
活
を
、
身
近
な
立
場
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
支

援
者
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
進
展
す
る

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
市
民
後
見
人
の

必
要
性
を
制
度
と
と
も
に
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

期
日
　
１
月
　
日
㈬

29

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

会
場
　
笠
懸
公
民
館
１
階
交
流
ホ
ー
ル

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

80

講
師
　
上
山
　
 泰
 さ
ん
（
新
潟
大
学
法

や
す
し

学
部
教
授
）

演
題
　
市
民
後
見
人
の
実
態
と
そ
の
あ

り
方

参
加
費
　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
緯
　
１
８
４
５

（76）

市
民
後
見
人
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

市
民
後
見
講
演
会
を
開
催

　
市
立
図
書
館
で
は
、
利
用
登
録
者
の

住
所
・
電
話
番
号
を
確
認
す
る
た
め
、

３
年
ご
と
に
図
書
館
利
用
券
の
更
新
手

続
き
を
実
施
し
ま
す
。
混
雑
な
ど
を
避

け
る
た
め
、
次
の
表
の
と
お
り
登
録
番

号
ご
と
に
時
期
を
ず
ら
し
て
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
登
録
番
号
を
確
認
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
開
始
日
　
４
月
１
日
㈫

手
続
き
方
法
　
図
書
館
利
用
券
と
次
の

身
分
証
明
証
を
持
参
し
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
「
変
更
届
」
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
家
族
の
分
も
一
緒
に

手
続
き
を
し
た
い
場
合
や
、
家
族
が

代
理
で
更
新
し
た
い
場
合
は
、
更
新

さ
れ
る
人
の
図
書
館
利
用
券
と
身
分

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
後
も
現
在
の
利
用
券
を

引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
き
ま
す
。

身
分
証
明
証
の
種
類
　
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
費

保
険
証
・
年
金
手
帳
・
母
子
健
康
手

帳
・
住
民
票
の
写
し
（
発
行
後
３
カ

月
以
内
）
・
勤
務
先
の
身
分
証
・
学

生
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
介
護
認
定
証
・
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証

※
い
ず
れ
か
１
つ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
物
で
証
明
さ
れ
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

煙
笠
懸
図
書
館
緯
　
１
０
１
０

（77）

煙
大
間
々
図
書
館
緯
　
０
７
０
７

（73）

煙
東
公
民
館
図
書
室
緯
　
２
７
２
１

（97）

４
月
１
日
よ
り
順
次
開
始
し
ま
す

図
書
館
利
用
券
の
更
新
手
続
き

登録番号（図書館利用券の
バーコードに書かれた番号）対象

00000010～01200009
および

70300010～70900009
４月

01200010～02200009 
および

70900010～71400009 
５月

02200010～09000009
および

71400010 以降の人      
６月

50000010～50500009７月

50500010～51400009８月

51400010～51700009９月

51700010～7030000910月
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の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応
機
器
を
使
用

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課
管
財
係

緯
　
０
９
６
３

（76）

群
馬
東
部
広
域
水
道
事
業
統

合
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

　
太
田
市
、
館
林
市
、
み
ど
り

市
、
板
倉
町
、
明
和
町
、
千
代
田

町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町
は
、
水
道

事
業
の
統
合
に
向
け
て
の
事
務
調

整
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
た
め
、

統
合
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
後
は
、
平
成
　
年
４
月
の

28

企
業
団
の
設
立
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
総
務
課
庶

務
係
緯
　
９
９
１
６

（76）

農
地
を
貸
し
ま
せ
ん
か
？

　
農
地
所
有
者
な
ど
が
耕
作
で
き

て
い
な
い
農
地
を
有
効
利
用
す
る

た
め
、
貸
出
希
望
農
地
を
募
集
し

ま
す
。
今
回
募
集
す
る
農
地
は
、

耕
作
し
て
い
る
農
地
、
ま
た
は
休

耕
地
で
草
刈
り
程
度
で
耕
作
可
能

な
農
地
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委

員
会
事
務
局
（
大
間
々
庁
舎
）

緯
　
１
９
３
９

（76）

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
平
成
　
年
３
月

26

27

ま
で
の
広
報
み
ど
り
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
１
カ
月
単
位
で
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。
お
店
の
宣
伝
や
会
社
の
Ｐ

Ｒ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
広
告
掲
載
に
関
す
る
要
綱
、
基
準
、

申
込
書
な
ど
は
、
秘
書
課
（
笠
懸
庁

舎
）
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
開
始
日
　
２
月
３
日
㈪

捌
広
報
み
ど
り

掲
載
位
置
　
「
く
ら
し
の
情
報
」
最
下

段
（
本
紙
　
～
　
ペ
ー
ジ
参
照
）

16

19

掲
載
料
金
　
Ａ
広
告
（
縦
　
㎝×

 
横
　
・

4.7

17

８
㎝
）
…
２
万
円
／
１
回
、
Ｂ
広
告

（
縦
　

×㎝
 
横
　
㎝
）
…
１
万
円
／

4.7

8.8

１
回

捌
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
位
置
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
２
月
か

ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
掲
載
位
置
が
変
更
に

な
り
ま
す
）

掲
載
料
金
　

×

縦
　
ピ
ク
セ
ル
 
横
１
５

60

０
ピ
ク
セ
ル
（
　
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

10

で
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
）

…
１
万
円
／
１
月

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秘
書
課
広
報

広
聴
係
☎
　
０
９
５
７

（76）

平
成
　
年
度
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

26

広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

　10月に開催した地域福祉地区別懇談会では、市内
９カ所で実施し、合計287人の皆さんから、地域の生
活課題などの現状をお聞きしました。
　今回の懇談会では、皆さんからいただいた生活課題
などを解決していくためにどうすべきか、ご意見を出
し合っていただきます。皆さん、ぜひお誘い合わせの
上、ご参加ください。
捌開催日程および会場（申し込み不要）

問い合わせ先
毅社会福祉課地域福祉係☎（76）0975
毅市社会福祉協議会地域福祉推進課☎（76）4111

～暮らしやすい地域をつくるために～

《第２回》

会場時間開催日対象地区

東公民館

午後７時～

2/4㈫東町全域

笠懸５区公民館2/6㈭笠懸4・5・8区

笠懸公民館
2/13㈭笠懸1・2・3区

2/14㈮笠懸6・7・9・10区

ふるさと往来
センター2/18㈫大間々15・16・17区

大間々13区
集会所2/20㈭大間々８・13区

大間々庁舎
2/21㈮

大間々1・2・3・4・
10・11・12・14区

午後１時30分～2/23㈰大間々5・6・7・9区

地域福祉地区別懇談会を開催します

　あたたかい心　 ご寄付ありがとうございました。
近藤隆夫さん…ひょうたん置物、桐生青果買受協同組合・桐生青果(株)…ミカン・リンゴ・バナナ（合計66箱）・20,000円、匿名希望…図書69冊
みどり市グラウンドゴルフ協会…4,300円、（株）桐生タイムス社…10,000円　 【ふるさと思いやり寄付金】毒島 誠さん…300,000円
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身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

会
場
へ
の
移
動
が
困
難
な
人
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
５
日
㈬

時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

10

会
場
　
笠
懸
公
民
館

相
談
内
容
　
身
体
障
が
い
者
の
補

装
具
判
定
、
相
談
な
ど

相
談
科
目
　
整
形
外
科

持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障
害

者
手
帳

申
込
期
限
　
１
月
　
日
㈮

24

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
緯
　
０
９
７

（76）

５
文
化
財
防
火
訓
練

　
１
月
　
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

26

で
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
市
で

は
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
や
震

災
か
ら
守
る
た
め
の
防
火
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
が
、
実
際
の
火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
１
月
　
日
㈰

26

　
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
と

は
、
市
内
小
規
模
業
者
の
受
注
機
会
を

拡
大
し
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
（
修

繕
工
事
を
含
む
）
、
役
務
（
修
理
な

ど
）
ま
た
は
業
務
、
物
件
（
機
械
、
器

具
な
ど
）
の
借
入
、
物
品
購
入
に
つ
い

て
、
受
注
を
希
望
す
る
個
人
・
法
人

は
、
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
人
　
次
の
茨
～
鰯
全
て
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
（
個
人
・

法
人
）

茨
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

芋
市
税
の
未
納
が
な
い

鰯
次
の
①
～
⑤
の
全
て
に
該
当
し
な
い

①
み
ど
り
市
の
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

②
希
望
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要

な
資
格
・
許
可
を
有
し
な
い
人

③
成
年
被
後
見
人
、
被
補
佐
人
、
被
補

助
人
ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
て

い
な
い
人

④
み
ど
り
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条

に
規
定
す
る
暴
力
団
等

⑤
 そ
の
他
、
公
共
発
注
の
相
手
方
と

し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

受
付
期
間
　
１
月
　
日
㈫
～
　
日
㈮

14

31

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
財
政
課
（
笠
懸
庁

舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

の
手
引
き
・
申
請
書
は
財
政
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他
　
申
請
さ
れ
た
人
は
、
審
査

後
、
名
簿
に
登
載
し
ま
す
。
受
注
選

定
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
契
約
を

約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課
管
財

係
☎
　
０
９
６
３

（76）

受
注
を
希
望
す
る
人
は
登
録
申
請
を

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度
（
平
成
　
・
　
年
度
）

26

27

市政ニ ースュINFORMATION

採
用
予
定
人
数
　
若
干
人

受
験
資
格
　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
応
募
時
点
以
後
直
近
の
４
月
１
日
の

年
齢
が
　
歳
以
下
の
人

49

②
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

試
験
日
　
随
時

試
験
会
場
　
市
役
所
笠
懸
庁
舎
２
階

試
験
方
法

煙
第
１
次
試
験
…
書
類
審
査
・
資
格
審

査
・
性
格
診
断
検
査

煙
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験
（
第
１
次

試
験
の
合
格
者
の
み
実
施
）

申
込
方
法
　
提
出
書
類
を
総
務
課
（
笠

懸
庁
舎
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
　
申
込
書
、
面
接
カ
ー
ド
、

　
円
切
手
を
貼
り
、
宛
名
を
明
記
し

80た
返
信
用
定
形
封
筒
２
通
（
長
形
３

号
封
筒
）
、
資
格
登
録
証
ま
た
は
資

格
検
定
合
格
通
知
書
の
写
し
１
通

※
申
込
書
と
面
接
カ
ー
ド
は
、総
務
課
、

大
間
々
市
民
生
活
課
、
東
市
民
生
活

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
職
員

係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯
　
０
９
６
１

（76）

み
ど
り
市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

建
築
技
術
職（
建
築
主
事
）を
随
時
募
集
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国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
手
続
き
に
は
、
該
当
す
る
医
療

機
関
な
ど
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
平

成
　
年
　
月
・
　
月
診
療
分
に
つ
い
て

25

11

12

は
、
事
務
処
理
上
、
高
額
療
養
費
支
給

申
請
案
内
は
が
き
の
送
付
が
確
定
申
告

開
始
日
以
降
（
　
月
診
療
分
は
１
月
下

11

旬
、
　
月
診
療
分
は
２
月
下
旬
頃
）
と

12

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
は
が
き
の
送
付

は
該
当
す
る
世
帯
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
先
に
確
定
申
告
で
領
収

書
を
提
出
し
て
し
ま
う
と
支
払
い
確
認

が
取
れ
ず
支
給
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
高
額
療
養
費
に
該
当
し

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
確
定
申
告
の
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
は
確

認
後
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
が
多
く
か
か
っ
た
が

高
額
療
養
費
に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う

か
不
明
な
世
帯
の
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
保
年
金
係

☎
　
０
９
７
２

（76）

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
が
必
要
で
す

国
保
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
手
続
き

時
間
　
午
前
　
時
～

10

会
場
　
な
が
め
余
興
場

内
容
　
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
財
課
文
化

財
係
☎
　
１
９
３
３

（76）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
次
の
市
営
住
宅
で
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
申
込
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申
込
期
限
　
毎
週
金
曜
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課

　
住
宅
係
（
大
間
々
庁
舎
）
緯
　（76）

１
９
０
４

家賃間取り団地名
  9,000円～17,600円3K塩原下ノ台団地
10,500円～20,600円3DK塩原上ノ台団地
10,600円～21,200円3DK神梅第２団地
11,000円～21,500円3DK神梅第３団地
12,400円～25,400円3DK浅原田中団地
  9,800円～19,200円3DK花輪団地
  6,100円～12,500円3K中居団地
  7,800円～15,600円3K大平団地
  6,800円～13,500円2DK下小池団地

41,000円3LDK高街道団地
  7,000円1K沢入団地

文化財めぐり～建造物編～ 参加者を募集

鮫国民健康保険税 第７期　１月31日㈮が納期限です。忘れずに納付しましょう。
■夜間納税相談窓口（笠懸庁舎納税課）緯（76）0956　１月29日㈬・30日㈭・31日㈮　午後７時30分まで
今月の納税

　桐生市民と合同でみどり市・桐生市内の近代化遺産
をバスで巡ります。ぜひご参加ください。
日時　３月８日㈯　午前９時～午後４時
集合場所・時間　岩宿博物館第１駐車場・午前９時、
大間々博物館駐車場・午前９時20分

見学場所　絹撚記念館・有鄰館・重伝建
地区など（桐生市）、大間々博物館・
岡直三郎商店・野口家住宅など（みど
り市）

定員　30人（定員を超えた場合は抽選）
参加費　100円（保険料として当日集金します）
申込期間　１月28日㈫～２月14日㈮
申込・問い合わせ先　文化財課文化財係☎（76）1933

みどり市子ども音楽活動発表会

　市内の子どもたちがマーチング
や和太鼓、吹奏楽などの演奏を披
露します。ぜひご来場ください。
期日　２月９日㈰
時間　午前10時～午後１時
会場　笠懸野文化ホール
出演団体　笠懸北保育園・大間々南幼稚園・たけのこ
保育園・ちえのみ保育園・大間々北小学校・大間々
東小学校・大間々中学校・大間々東中学校・笠懸中
学校・笠懸南中学校・大間々高等学校
入場料　無料
問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎（76）9846

MIDORI  Junior  Concert
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※３歳未満のお子様のご入場はご遠慮ください。
※チケット発売中

20周年記念事業　吉田正記念オーケストラ
～元気が出るコンサート～
　国民栄誉賞受賞の作曲家、故吉田正の作品を
オーケストラで再現します。
期日　３月９日㈰
時間　午後２時30分開演
ゲスト　菅原洋一
料金　前売り3,000円、当日
3,500円
※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※チケット発売中

20周年記念事業　野口五郎コンサート
～僕をまだ愛せるなら～BATSU ×3 SAN
期日　３月22日㈯
時間　午後４時開演
料金　前売り5,500円、当日6,000円
※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※チケット発売中

捌雪見寄席　古今亭駿菊ほか
日時　１月26日㈰　午後１時30分開演
料金　1,000円
問い合わせ先　ながめ余興場☎（72）1968
捌桐生西高等学校吹奏楽部発表会（無料）
日時　２月２日㈰　午後２時開演
問い合わせ先　
　桐生西高等学校（伏島）☎（52）2455
捌ミツバチャリティーコンサート（無料）
日時　２月９日㈰　午後１時30分開演
問い合わせ先　
　ミツバ共済会（坂本）☎（52）0112
捌歌謡愛好会発表会（無料）
日時　２月16日㈰　午前11時開演
問い合わせ先　
大間々歌謡愛好会（宮本）☎（72）3169

認知症サポーター養成講座
　「認知症とはどんな状態？身近に認知症になっ
た人がいた場合どんな対応をしたらいい？」など
の認知症について理解を深めるための講座です。
日時　２月５日㈬　午後１時30分～３時
会場　笠懸図書館２階　視聴覚室
定員　50人（先着順）
講師　みどり市地域包括支援センター職員
参加費　無料
申込期間　１月14日㈫～30日㈭
申込方法　直接または電話で笠懸図書館へ

大間々図書館映画会
会場　大間々図書館２階　視聴覚室
①ザ・スパイ　裏切りのミッション
日時　２月８日㈯　午後２時～３時40分
②ローマの休日
日時　２月23日㈰　午後２時～４時

おやこ読み聞かせ講座　絵本だーいすき
　絵本やわらべうたを楽しみましょう。
日時　３月９日㈰　午前10時～11時
会場　大間々図書館２階　会議室３
対象　３歳以下の子どもと保護者
定員　10組（先着順）
講師　寺澤敬子さん（群馬県読み聞かせグループ
連絡協議会会長）

申込方法　直接または電話で大間々図書館へ
申込期間　２月18日㈫～３月５日㈬

20周年記念事業　TSUKEMEN LIVE 2014
期日　３月２日㈰
時間　午後２時30分開演
料金　前売り3,500円、当日4,000円

書室…月曜日　 PAL…月曜日（祝日の場合は翌日）

菅原洋一
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市内各施設のイベント情報などをお知らせします。

皿休館日皿岩宿博物館・コノドント館…月曜日（祝日の場合は翌日） 　笠懸図書館・大間々図書館…月曜日・１月31日㈮、東公民館図　

第57回企画展　足尾鉄道全線開通100年
～わたらせ渓谷鐵道の歴史～
　平成26年は足尾鉄道が全線開通（桐生～足尾
本山）して100年となる年です。明治時代に足
尾銅山で産出した銅を
輸送する手段として計
画された足尾鉄道（現
わたらせ渓谷鐵道）の
明治から現在までの一
世紀に及ぶ歴史を振り
返ります。
期間　２月１日㈯～３月16日㈰
会場　企画展示室
展示解説会　２月１日・８日・22日（各土曜日
午後２時～）

郷土史講座　みどり市ゆかりの偉人たち
　江戸時代に活躍した東町花輪ゆかりの彫刻師と
童謡「うさぎとかめ」で知られる石原和三郎、そ
して大間々共立普通学校を開設し、新島譲とも交
流のあった井上浦造を取り上げます。
　また、妻沼聖天山本殿など花輪彫刻師が手掛け
た社寺彫刻の史跡見学会も行います。
煙第１講　関口文治郎有信の生涯とその事跡
日時　２月９日㈰　午後１時30分～
講師　川池三男さん（桐生市文化財調査委員）
煙第２講　井上浦造について
日時　２月16日㈰　午後１時30分～

講師　大澤亥之七さん（前みどり市文化財保護審
議会委員長）
煙第３講　石原和三郎について
日時　２月23日㈰　午後１時30分～
講師　小林澄子さん（渋川市立津久田小学校教頭）
煙第４講　史跡見学会「花輪彫刻師ゆかりの社寺
彫刻を訪ねて」（１～３講受講者対象）
日時　３月２日㈰　午前８時30分～午後４時
定員　30人（先着順）
煙参加費　第１～３講通しで2,000円（１回単
独は1,000円）、第４講は施設入館料のみ

煙申込方法　２月８日㈯までに電話で岩宿博物館へ

大人向け体験学習講座　土器作り
日時　１月26日㈰　午前10時～正午
定員　30人（先着順）
申込方法　１月８日㈬から電話で岩宿博物館へ

岩宿探検隊　石器作り
日時　２月15日㈯　午前10時～正午
対象　小学４年生以上
定員　30人（先着順）
申込方法　１月25日㈯から電話で岩宿博物館

自然体験企画　高津戸峡探鳥会
　高津戸ダムにはオシドリをはじめ、たくさんの
野鳥が飛来しています。高倍率スコープを用意し
ますので、皆さんで観察しましょう。野鳥につい
ての解説もあります。事前申込みは不要です。
日時　１月19日㈰　午前９時～正午（雨天中止）
集合場所　ながめ公園北駐車場
参加費　無料
その他　双眼鏡や図鑑をお持ちの人は持参してく
ださい。十分な寒さ対策をしてご参加ください。

特別企画　新収蔵資料展
　今回は、ナショナル電気アイロンや養蚕用具な
ど、新たに収蔵した資料を展示します。
期間　１月11日㈯～26日㈰
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 こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　
仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
で
き
な
い

心
の
病
気
や
悩
み
を
も
つ
人
の
た
め
に
、

精
神
科
医
師
や
保
健
師
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

期
日
　
２
月
　
日
㈰

16

時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

※
個
々
の
相
談
時
間
を
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
心
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
な
ど

が
あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

専
用
電
話
番
号

　
☎
０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

※
当
日
だ
け
の
専
用
番
号
で
す
。
相
談

時
間
内
に
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
　
通
話
料
金
以
外
は
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
精
神
保
健
福

祉
協
会
事
務
局
緯
０
２
７
（
２
６

３
）
１
１
６
６

 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

【
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
】

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
昨
年
の
１
月
か
ら
　
月
ま
で
に

12

支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
手
続
き
を
す
る
際
に
、
こ
の
源
泉

徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
に

税
金
が
掛
か
ら
な
い
た
め
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

【
国
民
年
金
納
付
相
談
会
を
開
催
】

　
相
談
会
と
あ
わ
せ
て
、
保
険
料
の
納

付
も
で
き
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

毅
２
月
６
日
㈭
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

　
…
大
間
々
庁
舎
１
階
　
市
民
ホ
ー
ル

毅
２
月
７
日
㈮
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

10

　
…
笠
懸
庁
舎
１
階
　
市
民
コ
ー
ナ
ー

毅
２
月
８
日
㈯
午
前
９
時
　
分
～
午
後

30

４
時
…
桐
生
年
金
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
年
金
事
務
所
緯

　
２
３
１
２

（44） ２
月
の
介
護
予
防
教
室

　
　
歳
以
上
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
人

65
が
対
象
で
す
。
地
域
の
仲
間
と
楽
し
く

過
ご
せ
ま
す
。

捌
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

期
日
・
会
場
　
２
月
７
日
㈮
（
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
）
・
　
日
㈮
（
福
岡
記

14

念
館
）
・
　
日
㈮
（
　
区
集
会
所
）・

21

12

　
日
㈮
（
塩
原
公
民
館
）

28
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

10

11

30

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
間
々
支
所
緯
　
４
０
５
４

（72）

捌
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日
・
地
区
　
２
月
５
日
㈬（
小
夜
戸
）・

　
日
㈬
（
花
輪
３
区
）
・
　
日
㈬

12

19

（
沢
入
）
・
　
日
㈪
（
草
木
）
・
　

24

26

日
㈬
（
花
輪
１
区
）

時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

10

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
東
支
所
緯
　
２
８
２
８

（97）

　
市
母
子
寡
婦
会
で
は
、
市
内
在
住
の

ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭
の
交

流
会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
３
月
２
日
㈰
　

時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

10

※
午
前
９
時
　
分
集
合

30

会
場
　
上
毛
ゴ
ー
ル
ド
レ
ー
ン
（
桐
生

市
広
沢
町
６
倆
１
８
５
倆
１
）

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
（
子
ど
も
は
中
学
生
以
下
）

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

25

参
加
費
　
１
人
４
０
０
円
（
市
母
子
寡

婦
会
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
１
人

２
０
０
円
）

申
込
期
間
　
１
月
　
日
㈪
～
２
月
　
日

27

14

㈮
そ
の
他
　
昼
食
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
本
所
緯
　
４
１
１
１

（76）

 

若
年
ひ
と
り
親
家
庭
　
　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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群
馬
県
最
低
賃
金

　
金
額
は
全
て
時
間
額
で
す
。

【
地
域
別
最
低
賃
金
】
　
７
０
７
円

発
効
年
月
日
　
平
成
　
年
　
月
　
日

25

10

13

【
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
】

煙
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
　
８
１
５
円

煙
一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
８
０
４
円

煙
電
気
機
械
器
具
製
造
業
　
８
０
２
円

煙
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　
８
０
４
円

発
効
年
月
日
　
平
成
　
年
　
月
　
日

25

12

28

◎
　
歳
未
満
、
ま
た
は
　
歳
以
上
の
人

18

65

や
、
定
め
ら
れ
た
軽
易
な
業
務
に
従

事
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
適
用
か
ら
除
外

さ
れ
ま
す
。

◎
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

臨
時
ま
た
は
１
カ
月
を
超
え
る
期
間

ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
・

休
日
・
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
、
精

皆
勤
・
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
精
神
ま
た
は
身
体
の
障
が
い
に
よ

り
、
一
般
の
労
働
者
よ
り
著
し
く
労

働
能
力
が
低
い
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

使
用
者
が
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
最
低
賃
金

を
減
額
す
る
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
派
遣
労
働
者
に
は
、
派
遣
先
の
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
緯
０
２
７
（
２
１
０
）

５
０
０
５
、
ま
た
は
県
内
の
労
働
基

準
監
督
署

　
子
ど
も
の
心
や
言
葉
の
発
達
に
関
す

る
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
日
　
２
月
　
日
㈭
　

13

時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

会
場
　
桐
生
市
保
健
福
祉
会
館

申
込
期
限
　
１
月
　
日
㈭

30

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
こ
ど

も
課
家
庭
児
童
相
談
室
緯
　
０
９
９

（76）

５
　
軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
は
、

農
業
に
使
用
す
る
場
合
、
一
定
の
手
続

き
を
行
う
と
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
　
農
業
を
営
む
人
が
使
用
す
る
農

業
用
の
機
械
で
、
農
地
な
ど
で
農
作

業
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
軽
油

申
請
方
法

①
県
知
事
に
免
税
軽
油
使
用
者
証
と
免

税
証
の
交
付
申
請
を
行
う

※
申
請
に
は
、
耕
作
証
明
書
や
申
請
機

械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付
が
必
要

で
す
。

②
免
税
証
の
交
付
後
、
給
油
の
際
に
軽

油
販
売
業
者
に
免
税
証
を
提
示
し
、

免
税
軽
油
を
購
入
・
使
用
す
る

③
使
用
後
、
数
量
な
ど
を
報
告
す
る

申
請
期
間
　
２
月
３
日
㈪
～
　
日
㈭

20

※
県
桐
生
合
同
庁
舎
で
は
、
２
月
７
日

㈮
（
午
前
９
時
～
正
午
）
・
　
日
㈬

12

（
午
後
１
時
～
４
時
）
に
臨
時
窓
口

を
開
設
し
、申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他
　
使
用
す
る
機
械
に
変
更
が
あ

る
な
ど
手
続
き
に
不
明
な
点
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
部
県
税
事

務
所
（
太
田
市
西
本
町
６
０
倆
２
７

太
田
合
同
庁
舎
１
階
）
☎
０
２
７
６

　
３
２
６
１

（31）

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐
生

開
催
日
程

  １  １月【ナイターレース開催日】【ナイターレース開催日】
11/６・７/６・７
11・11・1212・・1313・１4・１5・１4・１5
2626・27・28・29・30・27・28・29・30
2/5・6・7・8・2/5・6・7・8・9

【外向発売所】【外向発売所】
ほぼ年中無休、午前７時30分より発売ほぼ年中無休、午前７時30分より発売
１/９・１０は休業１/９・１０は休業

東
部
児
童
相
談
所
の
　
　

巡
回
相
談

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
は

課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
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中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

を
卒
業
し
た
人
（
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）
を
対
象
に
、
入
学
相
談

会
と
入
学
検
査
（
作
文
・
面
接
）
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
定
時
制
課
程
に
は

追
加
募
集
が
あ
り
ま
す
。
転
入
学
、
編

入
学
の
場
合
は
検
査
日
な
ど
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
学
校
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
桐
商
・
桐
工
定
時
制
】

相
談
会
日
時
　

　
左
記
日
時
以
外
も
随
時
実
施
し
ま
す
。

煙
桐
生
商
業
高
校
…
１
月
　
日
㈭
、
２

16

月
　
日
㈮
、
３
月
　
日
㈪
　
午
後
６

14

17

時
～
８
時

煙
桐
生
工
業
高
校
…
２
月
３
日
㈪
・
４

日
㈫
　
午
後
６
時
～
８
時

願
書
受
付
期
間
　
２
月
　
日
㈪
・
　
日

24

25

㈫
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
　
日
25

は
正
午
ま
で
）

試
験
日
　
３
月
６
日
㈭

【
桐
女
通
信
制
（
男
女
共
学
）
】

相
談
会
日
時
　
２
月
２
日
㈰
　
午
前
　10

時
～
正
午
（
随
時
実
施
し
ま
す
）

※
願
書
・
作
文
用
紙
は
２
月
２
日
㈰
か

　
ら
配
布

願
書
受
付
期
間
　
３
月
　
日
㈪
～
　
日

10

31

㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
　
日
の
み

31

正
午
ま
で
）

試
験
日
　
願
書
提
出
日
に
実
施

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
商
業
高
校
緯
　（44）

２
４
７
７
、
桐
生
工
業
高
校
緯
　
７
（22）

１
４
１
、
桐
生
女
子
高
校
緯
　
２
１

（32）

８
１

　
福
祉
の
仕
事
に
就
職
し
た
い
人
（
高

校
生
は
除
く
）
を
対
象
に
、
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
・
履
歴
書
不

要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
１
日
㈯
　
午
後
１
時
　
分
30

～
３
時
　
分
（
求
職
者
受
付
は
午
後

30

１
時
開
始
）

会
場
　
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
桐
生
市
新
宿
３
丁
目
３
倆
　
）
19

内
容
　
求
人
事
業
所
コ
ー
ナ
ー
（
施
設

な
ど
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
個
別
面

談
）
、
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

コ
ー
ナ
ー
（
利
用
方
法
の
説
明
・
求

職
登
録
・
資
格
取
得
相
談
な
ど
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
太
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
　
太
田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク
☎

０
２
７
６
　
９
５
９
９

（48）

 放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
　
年
度
第
１

26

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
な
お
、
　
歳
以
上
の
人
な
ら
、
１
科

15

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
ま
た
　
歳
18

以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
無
試
験
で
全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
の
上
、
所

定
の
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限
　
２
月
　
日
㈮
（
必
着
）

28

※
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

出
願
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
放
送
大
学
群
馬
学
習

セ
ン
タ
ー
緯
０
２
７
（
２
３
０
）
１

０
８
５

 第
　
回
笠
懸
書
道
協
会
展

13
　
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
４
日
㈫
～
９
日
㈰
　

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
　
時
10

※
４
日
は
正
午
か
ら
。
９
日
は
午
後
３

時
ま
で

会
場
　
笠
懸
公
民
館
　
ふ
る
さ
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
笠
懸
町
書
道
協
会
事

務
局
（
千
本
木
）
緯
　
５
８
４
３

（76）

桐
商
・
桐
工
定
時
制
　
　

桐
女
通
信
制
生
徒
募
集

福
祉
の
お
仕
事
　
　
　
　

ミ
ニ
就
職
面
接
会
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桐生市通信

このコーナーでは、桐生市からのお知らせを掲載しています。

どうぶつお話の会

 は
た
お
と
ま
つ
り

　
市
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
お
お
ま
ま
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
た
お
と
が
、
は
た
お
と
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
７
日
㈮

時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

内
容
　
利
用
者
が
手
作
り
し
た
ケ
ー
キ

や
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
、
手
織
り
ス

ト
ー
ル
・
草
木
染
め
ス
ト
ー
ル
・

ビ
ー
ズ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
販

売
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
（
回
転
整
経
式
手

織
機
）
体
験
、
コ
ー
ヒ
ー
・
豚
汁
の

無
料
配
布
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
お
お
ま
ま
（
大
間
々
町

桐
原
１
１
５
０
倆
３
）☎
　
０
２
３
４

（72）

　
成
分
献
血
は
行
わ
ず
、
２
０
０
悪
献

血
と
４
０
０
悪
献
血
の
み
で
す
。
献
血

カ
ー
ド
（
献
血
手
帳
）
を
お
持
ち
の
人

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
４
日
㈫
　
午
前
９
時
　
分
30

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　
市
役
所
笠
懸
庁
舎
玄
関
前

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
緯
０
２
７
（
２
２
４
）
２

１
１
８

 群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

【
も
っ
と
見
直
し
た
い
ツ
バ
キ
や
サ
ザ

　
ン
カ
の
魅
力
】

　
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
の
品
種
の
紹
介

や
栽
培
管
理
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

期
日
　
２
月
６
日
㈭

申
込
開
始
日
　
１
月
　
日
㈪

20

【
育
て
て
楽
し
む
カ
ン
キ
ツ
類
の
上
手

　
な
育
て
方
】

　
ミ
カ
ン
や
レ
モ
ン
な
ど
の
カ
ン
キ
ツ

類
の
実
付
け
を
良
く
す
る
た
め
の
整
枝

剪
定
や
病
害
虫
防
除
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

期
日
　
２
月
　
日
㈰

16

申
込
開
始
日
　
２
月
３
日
㈪

【
各
講
座
共
通
】

時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
　

10

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

60

受
講
料
　
無
料

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
郡
邑
楽
町

大
字
中
野
３
９
２
４
倆
１
）
☎
０
２

７
６
　
７
１
８
８

（88）

 農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座

講
座
名
・
期
日
・
定
員

　
各
講
座
と
も
、
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

①
花
づ
く
り
…
４
月
４
日
㈮
（
　
人
）

30

②
・
③
春
夏
の
庭
木
の
管
理
…
５
月
　14

日
㈬
・
　
日
㈯
（
各
　
人
）

17

20

④
・
⑤
果
菜
類
の
仕
立
て
方
…
６
月
　23

日
㈪
・
　
日
㈪
（
各
　
人
）

30

20

⑥
・
⑦
家
庭
菜
園
で
秋
冬
野
菜
づ
く
り

…
７
月
７
日
㈪
・
　
日
㈪
（
各
　
人
）

14

30

⑧
豆
腐
づ
く
り
…
９
月
　
日
㈮
（
　
人
）

19

20

時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

30

30

（
⑧
の
み
午
前
９
時
　
分
～
午
後
　

30

12

時
　
分
）

30

対
象
　
県
内
在
住
の
人

受
講
料
　
無
料
（
⑧
の
み
材
料
費
の
実

費
負
担
有
り
）

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に

希
望
す
る
講
座
の
番
号
・
講
座
名
・

開
催
日
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を
、
返
信
面
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
研

修
部
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
希
望
講
座
ご
と
に
１
人
１
枚
の
往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
過
去
３
年
以
内
に
同
様
の
講
座
を
受

講
し
た
場
合
は
、
お
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
２
月
　
日
㈮
　

14

会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立

農
林
大
学
校
研
修
部
（
高
崎
市
箕
郷

町
西
明
屋
１
０
０
５
）
☎
０
２
７

（
３
７
１
）
３
８
４
１

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

～バードショーも行います～

　那須どうぶつ王国の
スタッフが鳥の魅力に
ついて話をするほか、
タカやオウムなどによ
るバードショーも行い
ます。
時間　午後１時30分～
会場　園内の南門広場（雨天でも開催します）
問い合わせ先　桐生が岡動物園☎(22)4442

１月19日㈰　　　　　　　　
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笠
懸
診
療
所
は
、
戦
後
に

笠
懸
村
が
建
設
し
た
３
番
目

の
公
共
施
設
で
、
笠
懸
町
阿

左
美
の
琴
平
山
南
東
、
国
道

　
号
バ
イ
パ
ス
南
側
に
あ

50り
、
建
物
は
現
在
も
残
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
　
年
に
診
療

26

を
開
始
し
、
入
院
設
備
も
あ

り
ま
し
た
。

　
住
民
の
要
望
か
ら
、
同
年

　
月
か
ら
は
歯
科
の
診
療
も

11開
始
、
昭
和
　
年
に
は
母
子

35

健
康
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

保
健
指
導
部
門
と
助
産
部
門

が
置
か
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
母
子
や
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
の
各
種
検
診
・
学

級
・
講
座
・
訪
問
な
ど
が
計

画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
代
後
半
に
、
老

40

人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て

老
人
憩
の
家
設
置
の
動
き
が

あ
り
、
両
施
設
を
併
設
す
る

た
め
、
鹿
の
川
沼
の
一
部
を

埋
め
立
て
、
昭
和
　
年
に
現

50

在
の
場
所
に
建
物
が
完
成
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
１
階

は
国
保
診
療
所
と
老
人
憩
の

家
、
２
階
は
笠
懸
保
健
セ
ン

タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

 笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー 昭和30年代の診療所

ま
う
状
況
で
し
た
。
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
し
よ
う
と
、
炊
き
出
し
に
参
加

し
、
お
に
ぎ
り
や
味
噌
汁
な
ど
を
作

り
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
震
災
前

は
、
食
事
が
で
き
る
の
は
普
通
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
制
限
さ
れ
て

初
め
て
大
切
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
食
事
は
お
腹
だ
け
で
な

く
、
そ
の
時
間
を
誰
か
と
過
ご
す
こ
と

で
、
心
を
満
た
し
、
温
め
て
く
れ
る
の

だ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

食
事
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

　
大
学
の
実
習
で
は
、
栄
養
士
と
し
て

施
設
や
給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
栄
養
教
諭

と
し
て
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
食
事

の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多

く
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
笑
顔
で
食

べ
て
く
れ
る
姿
を
直
接
見
ら
れ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
将
来
は
資
格
を
生
か
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
事
の
大
切
さ
や

良
さ
を
伝
え
る
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

思
う
よ
う
に
運
動
で
き
る
手
伝
い
を

　
小
さ
い
頃
か
ら
、
作
っ
た
料
理
を
食

べ
て
も
ら
い
「
お
い
し
い
」
っ
て
言
っ

て
も
ら
う
の
が
好
き
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
運
動
も
好
き
で
、
野
球
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
ケ
ガ
を
し
て
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
体
を

丈
夫
に
し
た
い
と
思
っ
た
時
、
食
育
の

授
業
で
栄
養
士
さ
ん
が
強
い
体
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
必
要
だ
と
教
え
て
く
れ
た
の
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
私
が
思
う
存
分
動
け

な
く
て
つ
ら
か
っ
た
の
で
、
他
の
人
に

は
思
う
存
分
運
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
栄
養
面
か
ら
手
助
け
す
る
仕
事
に

就
き
た
く
て
、
栄
養
士
の
勉
強
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

誰
か
と
食
べ
る
こ
と
の
温
か
さ

　
私
の
実
家
は
、
宮
城
県
の
北
部
に
あ

り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
私
の

住
む
ま
ち
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
１
～
２
週
間
は
、
電
気
や
水
道
だ

け
で
な
く
、
食
べ
る
物
も
限
ら
れ
て
し

体も心も温めてくれる
食事の大切さを実感

千田 愛美 さん桐生大学短期大学部生活科学科２年

小学校で栄養教諭の教育実習
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私の

クラブ紹介

海の幸が豊富な温泉のまち海の幸が豊富な温泉のまち
兵庫県新温泉町

　
私
た
ち
は
、
水
曜
日
の
午

後
（
月
２
回
）
笠
懸
公
民
館

で
先
生
の
ご
指
導
い
た
だ
き
、

茶
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
平
成
４
年
に

旧
笠
懸
農
協
の
２
階
に
茶
室

が
出
来
た
と
き
、
茶
道
の
作

法
を
学
ぶ
場
と
し
て
一
般
の

人
に
も
呼
び
か
け
ら
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
会

で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
お

茶
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
カ

タ
ク
リ
さ
く
ら
ま
つ
り
に
は

第
１
回
目
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
　
回
目
を
迎
え
ま

18

し
た
。
ま
た
、
毎
年
１
月
に

笠
懸
幼
稚
園
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。
園
児
た
ち
は
大
人
よ

り
か
し
こ
ま
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
茶
道
と
い
う
と
敷
居
が
高

い
、
難
し
い
と
考
え
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
経
験
し

て
み
る
と
そ
う
で
も
な
い
で

す
よ
。
日
常
の
全
て
が
凝
縮

さ
れ
て
い
て
、
も
て
な
し
と

そ
れ
を
受
け
る
両
方
の
心
が

味
わ
え
、
ま
た
ほ
ど
よ
い
緊

張
感
も
持
て
ま
す
。

　
そ
し
て
、
茶
室
に
入
る
と

不
思
議
と
外
で
の
嫌
な
事
が

忘
れ
ら
れ
る
の
で
す
。
初
め

て
の
人
、
大
歓
迎
で
す
。
私

た
ち
と
楽
し
く
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。

お
互
い
に
楽
し
み
合
い

他
を
敬
愛
す
る
心
を
大
切
に

（
代
表
　
橋
場
 由
美
子
 さ
ん
）

和
敬
会

は、鳥取県、兵庫県、京都府にまたがる山陰海岸国
立公園を中心とした山陰海岸ジオパークとなってい
て、平成22年には全国でも数少ない世界ジオパーク
にも認定されました。
　また、町名にもあるように、温泉も自慢の一つで
す。町に申請すれば、各家庭に引き込みができ、水
道と同じように“蛇口をひねれば温泉が出る”とい
うのが、ここでは当たり前です。足湯もいろいろな
所に点在していて、地元の人たちの集いの場になっ
ています。帰省したときは、友達と一緒に、足湯で
ゆったりくつろぎながら、会話を楽しむことにして
います。
　子どもが小さいの
で、しばらく行けそ
うにないですが、年
に一度くらいは、大
好きなふるさとを訪
れたいですね。

　美方郡新温泉町は、兵庫県の最西端に位置し、西
は鳥取県、北は日本海に面する人口約16,000人の
まちです。特産品には、松葉ガニ、ホタルイカ、但
馬牛などがあり、きれいな海とおいしい食べ物が自
慢のふるさとです。
　小学生の頃、田井ノ浜という海岸によく海水浴に
行っていました。海水浴というと砂浜を想像する人
が多いかもしれませんが、ごろごろした石が広がる
石浜です。貝が群生しているので、石に付いた小さ
い貝を持ち帰って、母親に味噌汁に入れてもらって
食べたりもしました。地元の人しか行かないような
所ですが、美しい海岸としてお勧めです。この辺り

（32歳 大間々町）
 住吉 葉子 さん

田井ノ浜
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Topics

  フォト・トピックス
 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

加 加加加加加加加加加加加加加
　12月７日、富弘美術館で第１回詩画の公募展表彰式が
行われ、入賞者17人に賞状などが贈られました。式後に
は、入賞者一人一人の作品の前で星野富弘さんら審査委員
が、講評を行い、作者のすばらしい感性をたたえました。
作品展開催期間　2月23日㈰まで

感性あふれる1,400 点の作品の中から選出

富弘美術館詩画の公募展表彰式

加 加加加加加加加加加加加加加

わたらせ渓谷鐵道各駅イルミネーション

夜の駅舎を彩る幻想的な輝き

　わたらせ渓谷鐵道各駅でイルミネーションが点灯され、
各駅の趣向を凝らした演出に、乗客をはじめ多くの観光客
の目を楽しませています。
点灯期間　2月28日㈮まで（午後５時～各駅最終列車通過）

加 加加加加加加加加加加加加加
　12月１日、笠懸野文化ホールで第８回みどり市合唱祭
が行われ、市内のコーラスグループなど14団体が出演
し、日頃の練習の成果を披露しました。息の合ったすてき
な歌声に会場から大きな拍手が送られました。

息の合った歌声に拍手
第８回みどり市合唱祭

作品の前で審査委員長から講評を受ける 一般の部大賞　小野寺さん 中学生の部大賞　小林さん

花輪駅
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 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

加 加加加加加加加加加加加加加

クリスマスにともすオリジナルランプ

キャンドルランプ作りに挑戦

　12月７日、大間々図書館で小学生15人がクリスマス
キャンドルランプ作りに挑戦しました。カッターナイフを
使い好きなデザインに切り抜いた紙を貼り付け、自分だけ
のオリジナルキャンドルランプを完成させました。

　12月３日、景能公銅像前で、岡上景能公の顕彰祭が行
われました。この顕彰祭は、平成６年以降、景能公の命日
に行われているもので、献花や心彰流笠懸吟詠会による献
詠などで、景能公の功績に感謝の意を表しました。

加 加加加加加加加加加加加加加

岡上景能公顕彰祭

景能公の功績を後世に

加 加加加加加加加加加加加加加
　12月７日、ふれあい学習館と岡上景能公銅像前広場で
しめ縄作りと餅つきを行いました。 藁 でお正月に飾るしめ

わら

縄を作った後、岩宿の里米っこクラブで丹精込めて栽培し
た古代米で餅つきを行い、出来たてのお餅をみんなでおい
しくいただきました。

昔ながらのお正月の準備

しめ縄作りと餅つき体験
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子
宮
頸
が
ん
は
、
　
歳
代
か
ら

20

急
増
す
る
が
ん
で
す
。
ま
た
、
乳

が
ん
は
、
女
性
が
か
か
る
が
ん
の

第
１
位
で
す
。

　
検
診
の
対
象
と
な
る
の
は
、
２

年
に
１
回
で
す
の
で
、
今
年
度
対

象
で
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

対
象
　
　
歳
以
上
（
平
成
　
年
３

20

26

月
　
日
現
在
）
で
今
年
度
偶
数

31
年
齢
の
女
性
お
よ
び
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

個
人
負
担
金
　
５
０
０
円

【
乳
が
ん
（
甲
状
腺
）
検
診
】

対
象
　
　
歳
以
上
（
平
成
　
年
３

40

26

月
　
日
現
在
）
で
今
年
度
偶
数

31
年
齢
の
女
性
お
よ
び
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

個
人
負
担
金
　
１
，
５
０
０
円

※
今
年
度
か
ら
視
触
診
を
再
開
し

て
い
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
２
時

持
参
す
る
物
　
通
知
に
同
封
の
受

診
シ
ー
ル
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
（
対
象
年
齢
の
人
の
み
）

期
日
・
会
場

煙
２
月
３
日
㈪
…
ふ
れ
あ
い
学
習

館（
笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー
北
側
）

煙
２
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭
…
大
間

々
保
健
セ
ン
タ
ー

捌
定
期
的
に
乳
が
ん
の
自
己
検
診
を

し
ま
し
ょ
う

　
乳
が
ん
は
自
分
で
触
っ
て
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
が

ん
の
ひ
と
つ
で
す
。
定
期
的
に
次

の
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
鏡
に
向
か
い
、
乳
房
の
変
形
や

左
右
差
が
な
い
か

②
あ
お
む
け
に
な
っ
て
、
外
側
か

ら
内
側
へ
指
の
腹
を
滑
ら
せ
、

し
こ
り
が
な
い
か

③
乳
頭
か
ら
分
泌
物
が
出
て
い
な

い
か

※
閉
経
前
の
人
は
、
乳
房
の
張
り

が
少
な
い
月
経
終
了
後
１
週
間

く
ら
い
の
間
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
冬
期
を

中
心
に
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の

疾
患
で
す
。
急
な
発
熱
（
高
熱
）
、

筋
肉
や
関
節
の
痛
み
、
強
い
 倦
怠
 

け
ん
た
い

感
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
乳
幼
児
や
妊
婦
、
高
齢
者
は

重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

捌
感
染
経
路

毅
感
染
者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の

 飛
沫
 感
染

ひ

ま

つ

毅
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
、
ド

ア
ノ
ブ
な
ど
を
介
し
た
接
触
感

染
捌
予
防
法

毅
出
掛
け
る
時
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る

毅
外
出
後
は
、
石
け
ん
で
よ
く
手

を
洗
い
う
が
い
を
す
る

毅
栄
養
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、

免
疫
力
を
高
め
る

捌
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら

毅
安
静
に
し
て
十
分
睡
眠
を
と
る

毅
水
分
補
給
を
す
る

毅
周
り
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た

め
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

毅
外
出
を
控
え
、
無
理
し
て
学
校

や
職
場
に
行
か
な
い

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

Health InformationHealth Information

●笠懸保健センター　 ☎（76）2510
●大間々保健センター ☎（72）2211
●東支所　　　　　　 ☎（76）0984

問い合わせ先

健康健康だよりだより
いきいきいきいきいきいき

捌ＳＩＤＳとは
　元気で何の異常もない赤ちゃんが、ある日睡眠中に
呼吸が止まって突然死亡してしまう病気です。原因は
まだ分かっていませんが、日本で
は、およそ6,000～7,000人に１
人の赤ちゃんがこの病気で亡くな
っていると推定されています。生
後２カ月から６カ月に多く、まれ
に１歳以上でも発症することがあ
ります。
捌守るための３つのポイント
①うつぶせ寝は避ける　うつぶせに寝かせたときの方
が、あおむけ寝の場合に比べて発症率が高いと報告
されています。医学上の理由でうつぶせ寝をすすめ
られている場合以外は、赤ちゃんの顔が見えるあお
むけに寝かせるようにしましょう。

②たばこをやめる　喫煙は、ＳＩＤＳ発生の大きな危
険因子です。妊婦自身が禁煙することはもちろん、
妊婦や乳児のそばでの喫煙も避けるよう、身近な人
の協力が必要です。

③できるだけ母乳で育てる　人工乳がＳＩＤＳを引き
起こすわけではありませんが、母乳で育てることで
お母さんと赤ちゃんが密接な関わりをもつことはＳ
ＩＤＳを少なくする意味でも望ましいことです。

大切な赤ちゃんを守りましょう外
ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）から

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
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休 日 当 番 医 休日当番接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。確認してお出掛けください。

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院
１/13㈪ （72）1025内児大間々町萩原医院

（52）7939皮相生町２相生ひふ科医院
（22）0151整本町４岩下病院
（45）2525外内三吉町２水谷胃腸科外科医院

１/19㈰ （44）7753内児東２雨宮内科医院
（65）9229産婦内川内町２たかのす診療所
（53）7711外内眼相生町５高木病院

１/26㈰ （22）7043内児本町２五十嵐内科医院
（45）2072内川岸町林内科医院
（76）1133耳鼻笠懸町さくら耳鼻咽喉科
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

２/ ２㈰ （22）5122内児末広町永田医院
（30）8808内笠懸町クリニック樹
（52）6671整広沢町4長谷川整形外科医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

２/ ９㈰ （22）3419内児宮本町１三丸医院
（44）8557内呼境野町２さかいのクリニック
（44）4814眼仲町２袖野眼科医院
（53）7711外内眼相生町５高木病院

２/11㈫ （20）8080内児循消境野町６いずみ内科
（53）3166内相生町１わたらせリバーサイドクリニック
（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院
（74）3322内児新里町下山内科医院

２/16㈰ （54）8171内広沢町１仲町診療所
（44）3040児仲町２ひきた小児科クリニック

(46)6633広沢町6ひろさわ接骨院１/13㈪ (74)5938新里町ながや接骨院
(77)1156笠懸町武井接骨院１/19㈰ (32)1878梅田町1中村接骨院
(44)7577境野町4新井接骨院１/26㈰ (76)5914笠懸町笠懸中央接骨院
(44)7230浜松町2坂口接骨院２/ ２㈰ (72)2082大間々町高柳接骨院
(43)1713境野町2高田接骨院２/ ９㈰ (43)8574新宿1さいとう整骨院
(46)3741新宿1鈴木接骨院２/11㈫ (77)2112笠懸町くぼづか接骨院
(43)6571本町3かしわせ接骨院２/16㈰ (65)5125川内町4ふえき接骨院

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3‐3‐2）
　午前10時～午後３時　緯（45）1397
毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516‐8）
　午前10時～午後１時　緯0276（45）7320

休日歯科診療所

毅桐生メディカルセンター（桐生市元宿町18‐2）
　午後７時30分～10時30分　緯（47）2501

 平日夜間急病診療所（小児科・内科）

料無 相 談

消費者相談
期日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～正午、午後１時～４時
会場　消費生活センター緯（76）0987
（大間々庁舎１階）

高齢者相談
期日　毎月第３水曜日
時間　午前10時30分～正午
会場　笠懸老人憩の家
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

法律相談（弁護士相談）※予約制
【笠懸会場（笠懸老人憩の家）】
日時　２月５日㈬　午後１時～３時
予約・問い合わせ先　社会福祉協議会笠
懸本所緯（76）4111

子どもたちの教育に関する相談 
（児童・生徒・保護者向け）
期日　月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～午後５時
会場　教育研究所 電話教育相談室
　　緯（73）1110
※来所相談の場合も、まずはお電話くだ
さい。

桐生保健福祉事務所の相談
会場　桐生保健福祉事務所（桐生市相生
町）緯（53）4131

《子育てこころの相談》
期日　毎月１回（不定期）※要予約
《精神保健福祉相談》
期日　毎月第２金曜日 ※要予約
時間　午前10時～正午

無料人権相談（人権擁護委員相談）
期日　毎週木曜日（祝日を除く）
時間　午後１時～４時
会場　前橋地方法務局桐生支局緯（44）
3526

【笠懸会場（笠懸老人憩の家）】
期日　１月27日㈪、２月５日㈬
時間　午前９時～午後３時
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

【大間々会場（厚生会館）】
日時　２月17日㈪　午後１時～３時　
問い合わせ先　社会福祉協議会大間々支
所緯（72）4054

【東会場（高齢者生活福祉センター）】
日時　２月10日㈪　午前10時～正午
問い合わせ先　社会福祉協議会東支所緯
（97）2828

心配ごと相談・行政相談・人権相談

　精神科医師による相談です。
期日　１月15日㈬、２月19日㈬
時間　午後１時30分～５時（受付は３時
30分まで）

会場・予約・問い合わせ先　
大間々保健センター緯（72）2211

こころの健康相談　※予約制

桐生市の法律相談（弁護士相談）
【桐生市役所】
期日　１月23日・30日、２月６日・13
日・20日（各木曜日）
時間　午前10時～正午
会場　桐生市役所２階  市民相談室
予約受付　午前９時～午後４時（土・日
曜日、祝日を除く）
予約・問い合わせ先　桐生市役所
緯（46）1111　内線355・503
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発
行
／
み
ど
り
市
役
所
　
衣
379
崖
2395　

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
2952番

地
緯 （76）2111　

思 （76）2449　
編
集
／
秘
書
課
広
報
広
聴
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL　

http://w
w
w
.city.m

idori.gunm
a.jp/

３歳未満（受付時
点）のお子さん
の写真を募集し
ています。お子さ
んの笑顔を広報
紙面に掲載して
みませんか。お子
さんの氏名（ふり
がな）、年齢（○
歳○カ月）、住所、
電話番号、保護
者氏名、コメント
(40字以内)を明
記し、お子さんの
写真を添えて秘
書課広報広聴係
（笠懸庁舎）へ

写 真 募 集

笠水上 玲菜
１歳２カ月

かさみずかみ　れいな

あんよが上手になっ
てきました。これか
らも元気にすくすく
育ってね。

笑笑顔で笑顔でで

石原 明奈
２歳６カ月

いしはら　めいな

さぼさんに変身!!
お兄ちゃんとお姉ちゃ
んと仲良く遊んで楽し
んでるね♪ニコニコ笑
顔で元気いっぱい。

西谷 玲人
１歳11カ月

にしたに　れいと

大倉 心暖
２歳11カ月

おおくら　こころ

もうすぐ３歳。いつも
みんなを笑顔にしてく
れる心暖。優しく元気
に育ってね。

か

さ
お
ん
んん
顔顔顔

真 珠 蒸 し

もち米を洗い、ざるなどにあけ、水気を切っ
て乾かしておく。
長ネギ、シイタケをみじん切りにし、材料Ａ
と合わせて練り混ぜる。
❷を団子状に丸め、もち米の上に転がしてま
ぶす。
蒸し器に入れて、強火で20分蒸したら、出
来上がり。

❶

❷

❸

❹

　

 

団
子
の
表
面
が

も
ち
米
の
白
い
粒
で

覆
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
真
珠
蒸
し
と
い

い
ま
す
。
お
米
に

は
、
ご
飯
と
し
て
食

べ
る「
う
る
ち
米
」

と
、
餅
や
赤
飯
に
し

て
食
べ
る「
も
ち
米
」

が
あ
り
、
栄
養
価
は

同
じ
で
す
が
、
含
ま

れ
る
で
ん
ぷ
ん
が
違

い
ま
す
。

　

う
る
ち
米
に
は
、

粘
り
成
分
の
ア
ミ
ロ

ペ
ク
チ
ン
と
、
硬
く

な
る
性
質
を
も
つ
ア

ミ
ロ
ー
ス
と
い
う
で

ん
ぷ
ん
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
も
ち
米

は
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン

１
０
０
％
な
の
で
粘

り
が
強
い
の
で
す
。

お
米
は
、
粒
で
食
べ

る
の
で
腹
持
ち
が
よ

く
、
よ
く
噛
む
習
慣

が
身
に
つ
き
健
康
に

い
い
で
す
よ
。（
レ

シ
ピ
提
供
・
笠
懸
第

一
保
育
園
栄
養
士
）

肉

（１人分 193キロカロリー）

もち米…………………………………
豚ひき肉………………………………
長ネギ…………………………………
シイタケ…………………………………
材料Ａ　ショウガ汁……………………
　　　　ごま油…………………………
　　　　塩こしょう……………………
　　　　片栗粉……………………

１００ｇ
２００ｇ
１/３本
２枚
少々
少々
少々

大さじ１
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